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京
都
の
古
都
保
存
協
力
税
条
例

本
会
の
見
解
を
発
表

開かれた全図常務理事会

　
全
図
の
常
務
理
事
会
は
、
四
月
六
日
午
後
二

時
か
ら
、
明
照
会
館
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

本
多
理
事
長
の
三
帰
依
嘱
唱
和
、
藤
原
事
務
総

長
職
務
代
行
開
会
の
辞
に
つ
づ
い
て
、
本
多
理

事
長
を
議
長
に
、
遠
藤
日
護
、
鱒
渕
正
浩
の
両

師
を
議
事
録
署
名
委
員
に
選
ん
で
、
議
事
を
開

始
し
た
。

　
議
案
第
一
号
「
古
都
保
存
協
力
税
条
例
（
京

都
市
）
に
関
し
”
見
解
”
を
表
明
す
る
こ
と
に

つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件
」

　
豊
田
総
務
局
長
か
ら
説
明
、
法
的
側
面
に
つ

い
て
は
長
谷
川
全
仏
顧
問
弁
護
士
か
ら
補
足
説

明
。
そ
の
結
果
、
別
記
の
「
古
都
保
存
協
力
税

条
例
（
京
都
市
）
に
関
す
る
本
会
の
見
解
」
を
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発
表
し
、
さ
ら
に
必
要
に
応
じ
て
第
二
の
見
解

を
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　
議
案
第
二
号
「
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
に
つ
い
て
、

ネ
パ
ー
ル
国
政
府
と
の
交
換
文
書
に
つ
い
て
承

認
を
求
め
る
件
」

　
田
代
国
際
部
長
か
ら
説
明
。
加
藤
ル
ン
ビ
ニ

ー
復
興
日
本
仏
教
徒
実
行
委
員
会
手
玉
長
も
加

わ
わ
っ
て
活
発
な
質
疑
応
答
の
結
果
、
交
換
文

書
の
取
り
か
わ
し
を
承
認
し
た
。

　
議
案
第
三
号
「
加
盟
団
体
に
お
け
る
負
担
金

の
一
方
的
減
額
に
と
も
な
う
未
払
い
金
に
つ
い

て
意
見
を
求
め
る
件
」

　
藤
原
事
務
総
長
職
務
代
行
、
中
村
財
務
部
長

か
ら
説
明
。
加
盟
団
体
は
理
事
会
で
決
ま
っ
た

金
額
を
納
入
す
る
の
が
当
然
の
義
務
で
あ
り
、

事
務
総
局
も
こ
の
方
向
で
努
力
す
る
と
い
う
意

見
が
表
明
さ
れ
た
。

　
午
後
五
時
、
豊
田
総
務
局
長
閉
会
の
辞
で
、

全
て
の
日
程
を
終
了
し
た
。

　
　
　
（
古
都
保
存
協
力
税
条
例
（
京
都

　
　
　
市
）
に
関
す
る
本
会
の
見
解
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
十
八
年
四
月
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会

　
こ
の
た
び
、
京
都
市
に
お
い
て
制
定
さ
れ
た

古
都
保
存
協
力
税
条
例
に
つ
い
て
、
こ
の
制
定

の
経
過
並
び
に
条
例
を
検
討
し
た
結
果
、
本
会

は
下
記
の
見
解
を
表
明
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
肥

一、

ｺ
和
三
十
九
年
七
月
、
当
時
の
京
都
市
長

と
寺
社
側
で
取
り
か
わ
さ
れ
た
覚
書
に
つ
い
て

は
、
そ
の
法
的
拘
束
力
な
ど
、
専
門
家
の
判
断

を
待
つ
課
題
が
多
い
が
、
行
政
の
代
表
者
と
関

係
者
と
の
間
の
覚
書
は
、
そ
の
覚
書
と
矛
盾
す

る
行
政
上
の
処
置
を
行
う
場
合
は
、
関
係
者
と

十
分
置
る
意
志
の
疎
通
が
は
か
ら
れ
た
上
で
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
こ
の
観
点
か
ら
、
こ
の
た
び
の
条
例
制
定

の
経
過
を
見
る
に
、
行
政
へ
の
信
頼
感
を
失
墜

さ
せ
る
処
置
で
あ
っ
た
こ
と
に
遺
憾
の
意
を
表

明
す
る
。

二
、
宗
教
法
人
法
第
八
十
四
条
は
、
国
及
び
公

共
団
体
の
機
関
が
宗
教
法
人
に
関
与
す
る
場
合
、

宗
教
法
人
の
宗
教
上
の
特
性
及
び
慣
習
を
尊
重

し
、
信
教
の
自
由
を
妨
げ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

特
に
注
意
す
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
こ
の

た
び
の
条
例
が
、
信
教
の
自
由
と
の
か
か
わ
り

に
お
い
て
、
司
法
の
判
断
に
待
た
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
重
要
な
課
題
を
、
内
包
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
、
疑
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
昭
和
四
十
一
年
制
定
さ
れ
た
、
奈
良
県
に
お

け
る
「
東
大
寺
等
を
対
象
と
す
る
、
文
化
観
光

税
」
条
例
の
合
憲
性
に
つ
い
て
も
、
未
だ
国
民

的
合
意
が
成
立
し
て
い
な
い
現
段
階
に
お
い
て

は
、
行
政
の
慎
重
な
対
応
が
望
ま
れ
る
。

日
宗
連
、
確
定
申
告
で

国
税
庁
長
管
へ
要
望
書

　
宗
教
団
体
に
対
す
る
税
務
当
局
の
動
き
が
活

発
に
な
っ
て
い
る
折
、
財
団
法
人
日
本
宗
教
連

盟
で
は
、
次
の
よ
う
な
要
望
書
を
、
理
事
長
・

理
事
名
で
、
国
税
庁
長
官
宛
に
提
出
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　
　
〈
宗
教
法
人
の
行
う
収
益
事
業
の

　
　
　
確
定
申
告
に
関
す
る
要
望
書
〉

　
昭
和
五
十
六
年
十
一
月
二
十
日
付
の
「
法
人

税
基
本
通
達
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」
と
い

う
長
官
通
達
に
関
し
、
本
連
盟
は
昭
和
五
十
七

年
五
月
二
十
八
日
、
貴
職
に
対
し
こ
の
通
達
改

正
に
つ
い
て
の
見
解
を
文
書
で
表
明
い
た
し
ま

し
た
。

　
そ
の
中
で
基
本
通
達
十
五
－
二
」
十
四
は
、

宗
教
法
人
に
あ
っ
て
は
宗
教
活
動
の
中
に
税
務

行
政
が
著
る
し
く
介
入
す
る
疑
い
が
あ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
、
何
が
宗
教
活
動
か
と
い
っ
た
判

断
ま
で
を
一
方
的
に
国
が
行
う
と
い
う
危
惧
を

感
ず
る
と
こ
ろ
が
ら
、
こ
れ
の
廃
止
を
強
く
求

め
ま
し
た
。

　
こ
の
見
解
書
に
よ
っ
て
、
公
益
法
人
の
中
で

も
と
り
わ
け
宗
教
法
人
の
特
異
な
性
格
を
ご
理

解
い
た
だ
け
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
今
後
と
も
」

一
層
、
相
互
に
問
題
点
の
理
解
を
深
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
信
教
の
自
由
を

損
う
こ
と
の
な
い
よ
う
慎
重
な
税
務
行
政
を
重

ね
て
要
望
い
た
し
ま
す
。

　
と
り
わ
け
、
確
定
・
申
告
の
時
期
に
当
り
、
昭

和
五
十
六
年
十
一
月
二
十
日
付
の
通
達
（
十
五

ー
ニ
ー
十
四
）
に
も
と
ず
く
税
務
行
政
に
よ
っ

て
、
新
た
な
論
議
を
引
き
起
す
こ
と
の
な
い
よ

う
特
段
の
配
慮
を
強
く
望
み
ま
す
。
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藤
井
寺
市
の
講
元

吉
田
弘
さ
ん
を
訪
ね
る

　
野
球
場
で
お
な
じ
み
の
大
阪
・
藤
井
寺
。

そ
の
藤
井
寺
市
か
ら
、
毎
月
き
ち
ん
と
十
年

万
円
、
多
い
時
に
は
そ
れ
を
上
回
る
勧
募
金

が
送
ら
れ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
昨

年
五
月
か
ら
だ
。
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
の
復
興
に

役
立
て
て
ほ
し
い
と
い
う
趣
旨
、
寄
贈
者
に三味線を調律する吉田さん

吉田さん（右）と講の人たち

は
、
代
表
の
吉
田
弘
さ
ん
以
下
た
く
さ
ん
の

方
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
在
家
の
人
た
ち
ら

に
参
加
し
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
も
訪
れ
ま
し
た
。

イ
ン
ド
も
ネ
パ
ー
ル
も
、
人
々
の
目
が
澄
ん

で
い
て
、
と
て
も
美
し
い
と
思
い
ま
し
た
が
、

国
は
貧
し
く
、
仏
跡
地
は
荒
れ
て
い
て
悲
し

か
っ
た
で
す
ね
。
そ
こ
で
、
二
千
数
百
年
も

昔
の
お
釈
迦
さ
ま
の
ご
苦
労
を
想
い
起
こ
し

て
、
何
と
か
し
な
け
れ
ば
、
と
考
え
た
わ
け

で
す
。
ち
ょ
う
ど
全
日
本
仏
教
会
で
、
ル
ン

ビ
ニ
ー
園
復
興
の
勧
募
が
始
ま
る
と
聞
き
、

さ
っ
そ
く
皆
さ
ん
に
呼
び
か
け
ま
し
た
」

　
張
り
の
あ
る
声
で
雄
弁
に
語
る
吉
田
さ
ん
。

時
折
り
鋭
い
目
が
き
ら
っ
と
光
る
。
節
の
あ

る
大
き
な
手
は
、
い
か
に
も
年
季
の
入
っ
た

職
人
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
。

　
吉
田
弘
（
戒
名
日
弘
）
さ
ん
は
、
大
正
八

毎
月
欠
か
さ
ず
ル
ン
ビ
ニ
三
宝
募
金

し
い
が
一
。

　
さ
っ
そ
く
お
訪
ね
し
て
み
る
こ
と
し
た
。

　
近
鉄
電
車
の
藤
井
寺
駅
を
降
り
、
商
店
街

の
ア
ー
ケ
イ
ド
を
ぬ
け
る
と
、
す
ぐ
西
国
第

五
番
霊
場
と
し
て
有
名
な
葛
井
寺
（
真
言
宗

御
室
派
）
が
あ
る
。
吉
田
さ
ん
の
お
宅
は
、

そ
の
す
ぐ
隣
り
だ
っ
た
。
純
和
風
の
朝
酒
な

家
屋
、
木
造
り
の
門
に
か
け
ら
れ
た
「
日
蓮

宗
身
延
山
日
蓮
聖
人
報
恩
講
・
講
元
身
延
山

特
別
大
本
願
人
・
吉
田
弘
」
、
「
三
絃
線
調
律

仕
込
師
・
吉
田
日
弘
」
と
い
う
二
つ
の
看
板

が
人
目
を
引
く
。

　
「
私
は
三
年
ほ
ど
前
、
仏
跡
参
拝
の
ツ
ア
ー

年
、
こ
の
藤
井
寺
市
に
生
ま
れ
た
。
幼
少
の

頃
か
ら
足
が
不
自
由
だ
っ
た
た
め
、
十
六
歳

で
大
阪
市
内
の
三
味
線
屋
に
丁
稚
入
り
す
る
。

こ
こ
で
二
十
二
歳
ま
で
み
っ
ち
り
と
組
み
立

て
の
技
術
を
仕
込
ま
れ
た
と
い
う
。

　
「
こ
の
六
年
間
は
、
本
当
に
つ
ら
い
毎
日

で
し
た
。
朝
八
時
か
ら
、
平
尾
時
過
ぎ
ま
で

き
び
し
い
親
方
と
い
っ
し
ょ
で
、
今
思
い
出

し
て
も
涙
が
出
て
き
ま
す
。
古
本
屋
で
精
神

修
養
の
本
を
見
つ
け
て
、
そ
れ
を
心
の
さ
さ

え
に
何
か
と
か
生
き
て
い
ま
し
た
よ
」

　
戦
後
の
混
乱
期
は
、
い
ろ
い
ろ
な
職
を
転

々
と
し
て
、
昭
和
三
十
五
年
、
再
び
三
味
線

の
組
み
立
て
、
調
律
を
始
め
た
。
折
か
ら
の

民
謡
ブ
ー
ム
に
さ
さ
え
ら
れ
、
仕
事
は
順
調

に
発
展
し
た
。

　
「
戦
後
、
私
は
新
興
宗
教
や
キ
リ
ス
ト
教
、

神
道
と
い
ろ
い
ろ
な
宗
教
を
彷
復
し
ま
し
た

が
、
よ
う
や
く
法
華
経
に
よ
っ
て
救
い
を
得

ら
れ
た
の
で
す
。
今
で
は
、
講
を
作
っ
て
、

毎
朝
お
題
目
を
あ
げ
た
り
、
日
蓮
宗
の
お
寺

ま
い
り
な
ど
も
や
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

だ
ん
だ
ん
法
華
経
を
説
か
れ
た
お
釈
迦
さ
ま

ご
自
身
に
、
想
い
が
い
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」　
由
緒
あ
り
げ
な
日
蓮
聖
人
像
が
安
置
し
て

あ
る
広
い
日
本
間
で
、
吉
田
さ
ん
の
語
り
口

は
ま
す
ま
す
熱
っ
ぽ
く
な
っ
て
い
く
。
こ
の

日
は
、
浄
財
仲
間
の
伊
藤
喜
子
さ
ん
（
五
十

九
歳
）
、
山
口
敬
子
さ
ん
（
四
十
八
歳
）
、
関
下

波
江
さ
ん
（
四
十
九
歳
）
の
三
人
が
い
っ
し

ょ
だ
っ
た
。
講
の
会
員
は
全
部
で
三
百
人
に

達
す
る
と
も
い
う
。

　
「
日
本
の
仏
教
は
、
各
宗
派
の
お
祖
師
が

中
心
で
、
ど
う
も
お
釈
迦
さ
ま
が
忘
れ
ら
れ

て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
し
か
し
い
う

ま
で
も
な
く
、
仏
教
と
い
う
教
え
を
最
初
に

始
め
ら
れ
た
の
は
お
釈
迦
さ
ま
だ
と
い
う
こ

と
、
私
は
一
在
家
信
徒
と
し
て
そ
の
根
本
を
、

も
う
一
度
振
り
返
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
を
、
強
く
主
張
し
た
い
思
い
で
す
」

　
釈
尊
に
帰
れ
！
と
熱
弁
の
吉
田
さ
ん
。
隣

り
で
は
奥
さ
ん
の
ハ
ル
エ
さ
ん
（
六
十
四
歳
）

が
「
浄
財
を
す
る
こ
と
が
生
き
が
い
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
」
と
微
笑
ん
で
い
た
。

一3一

　搾　，ゴ　ア，　招　　　｝r
画・　　　　　白r軍

畠』・編　へ」Tρ｝
亀　・r間く

　ヤヤ　　＿　’
．、＝



穿

ン
，
　
，
」

全　　　　　仏
第3種郵便物認可

5

昭和58年5月1日

一、

ﾍ
じ
め
に

　
昭
和
五
十
六
年
十
一
月
法
人
税
基
本
通
達
の

一
部
改
正
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
特
に
公
益
法

人
等
の
収
益
事
業
税
に
つ
い
て
は
四
十
四
項
目

も
新
設
さ
れ
て
い
る
大
幅
の
改
正
で
、
そ
の
運

用
に
よ
っ
て
は
宗
教
法
人
の
宗
教
活
動
そ
の
も

の
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
昨
年
日
宗
連
、
全
日
仏
は
相
次
い

で
国
税
庁
に
対
し
、
そ
の
一
部
廃
止
を
求
め
る

要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
（
本
誌
二
七
八
号
、

二
八
一
号
）
。

　
ま
た
、
一
昨
年
秋
頃
か
ら
全
国
各
地
で
寺
院

に
対
す
る
厳
し
い
税
務
調
査
が
い
っ
せ
い
に
行

わ
れ
て
お
り
、
過
去
帳
や
檀
信
徒
名
簿
の
閲
覧

を
要
求
さ
れ
た
例
も
報
ぜ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
右
の
よ
う
に
通
達
の
考
え
方
や
税
務
調
査
の

や
り
方
に
は
、
宗
教
法
人
の
宗
教
活
動
自
体
、

そ
の
用
に
供
す
る
資
産
等
に
つ
い
て
は
何
故
非

課
税
な
の
か
、
と
い
う
根
本
理
念
が
看
過
さ
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
ふ
し
が
あ

り
ま
す
。

　
そ
こ
で
こ
の
際
、
現
行
法
上
宗
教
法
人
に
つ

い
て
非
課
税
制
度
が
採
ら
れ
て
い
る
理
由
、
そ

の
実
質
的
な
根
拠
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と

は
、
き
わ
め
て
重
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

二
、
宗
教
法
人
非
課
税
制
の
概
要

弁
護
　
士

羽
　
生
　
雅
　
則

ω
過
去
の
非
課
税
制

　
明
治
以
前
か
ら
寺
社
の
境
内
連
鎖
は
、
い
わ

ゆ
る
御
朱
印
地
と
さ
れ
、
そ
う
で
な
い
も
の
も

除
地
と
し
て
諸
役
が
免
除
さ
れ
、
寺
社
領
内
の

自
治
が
認
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
明
治
以
降
は
、
旧
所
得
税
法
・
旧
登
録
法
・

旧
地
方
税
に
関
す
る
法
律
、
そ
の
他
司
法
省
回

答
・
通
牒
等
で
そ
れ
ぞ
れ
寺
社
に
対
す
る
租
税

の
減
免
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
昭
和
十
五
年
施
行
の
宗
教
団
体
法
に
お
い
て
、

租
税
の
不
課
減
免
制
が
統
一
的
に
規
定
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
同
法
二
二
条
「
宗
教
団

体
ニ
ハ
所
得
税
及
法
人
税
ヲ
課
セ
ズ
」
　
「
寺
院

ノ
境
内
地
頭
教
会
ノ
構
内
地
理
ハ
地
租
ヲ
免
除

ス
」
　
「
宗
教
団
体
ノ
所
得
二
対
シ
地
方
税
ヲ
課

ス
コ
ト
ヲ
得
ズ
」
）
。

　
昭
和
二
十
年
施
行
の
宗
教
法
人
令
に
お
い
て

も
租
税
の
不
課
減
免
は
、
ほ
ぼ
従
前
ど
お
り
で

し
た
（
同
型
一
六
条
。
同
条
は
そ
の
後
旧
地
方

税
法
一
五
五
条
、
所
得
税
法
等
の
改
正
に
伴
う

関
係
法
令
の
整
理
に
関
す
る
法
律
三
三
条
に
よ

り
削
除
さ
れ
、
諸
税
関
係
法
の
規
定
に
移
行
）
。

②
現
在
の
非
課
税
制

　
宗
教
法
人
の
非
課
税
制
を
定
め
て
い
る
現
行

法
規
は
、
国
税
関
係
と
し
て
「
法
人
税
法
」
「
所

得
税
法
」
「
登
録
免
許
税
法
」
「
物
品
税
法
」
等
、

地
方
税
関
係
と
し
て
地
方
税
法
で
す
。

　
右
諸
法
で
、
例
え
ば

収
益
事
業
か
ら
生
じ
た

所
得
以
外
の
所
得
は
法

人
税
を
課
さ
な
い
、
と

か
、
専
ら
そ
の
本
来
の

用
に
供
す
る
境
内
建
物

・
境
内
地
・
墓
地
に
は

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
を
課
す
こ
と
が
で

き
な
い
、
等
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
（
詳
し
く

は
「
宗
教
法
人
必
携
」
第
一
法
規
一
三
〇
四
頁

参
照
）
。

三
、
非
課
税
制
の
根
拠

ω
従
来
の
学
説

　
宗
教
団
体
に
対
す
る
税
の
不
課
減
免
は
、
宗

教
団
体
が
国
か
ら
「
特
権
」
を
受
け
る
こ
と
に

な
る
か
ど
う
か
に
関
し
て
、
従
来
の
多
く
の
学

説
は
憲
法
二
〇
条
一
項
に
い
う
「
特
権
」
に
は

該
ら
な
い
と
解
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
国
家
が
広
く
公
益
の

見
地
か
ら
み
て
価
値
あ
る
こ
と
に
援
助
を
与
え

う
る
原
理
に
か
ん
が
み
、
他
の
公
益
事
業
と
共

通
の
基
準
で
同
格
の
便
益
を
宗
教
団
体
に
も
与

え
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
も
の
、
ま
た
、

宗
教
団
体
間
に
お
け
る
差
別
的
取
扱
い
は
禁
じ

ら
れ
て
い
る
が
、
す
べ
て
の
宗
教
団
体
が
公
平

平
等
に
課
税
上
の
保
護
を
受
け
る
こ
と
は
、
国

家
の
宗
教
尊
重
の
根
本
理
念
の
反
映
と
し
て
、

宗
教
法
人
の
宗
教
性
及
び
公
益
性
に
伴
う
当
然

の
結
果
で
あ
る
と
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

②
近
時
の
批
判
説

　
と
こ
ろ
が
近
時
、
従
来
の
学
説
お
よ
び
現
行

非
課
税
制
に
対
し
て
、
疑
問
を
呈
す
る
学
説
が

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、
北
野
弘
久
「
宗
教
法
人
へ
の
課
税

と
政
教
分
離
問
題
」
　
（
ジ
ュ
り
ス
ト
総
合
特
集

二
一
号
）
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
　
　
　

「
わ
が
国
で
は
少
な
か
ら
ぬ
人
々
カ
い
わ
ゆ
る

無
宗
教
者
で
あ
る
。
宗
教
法
人
に
対
し
て
『
非

課
税
』
に
す
る
こ
と
は
一
般
国
民
・
納
税
者
の
犠

牲
の
う
え
に
お
い
て
当
該
宗
教
法
人
に
『
補
助

金
』
を
出
す
こ
と
を
意
味
す
る
。
：
：
か
り
に
制

度
上
宗
教
法
人
に
対
し
て
現
行
の
『
非
課
税
』

の
建
前
を
維
持
し
て
い
こ
う
と
す
る
の
で
あ
る

な
ら
ば
、
　
『
非
課
税
』
の
根
拠
に
な
っ
て
い
る

『
一
般
的
公
益
性
』
が
制
度
的
に
担
保
さ
れ
る

・
措
置
が
同
時
に
講
ぜ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い

え
よ
う
。
こ
の
点
、
現
行
宗
教
法
人
法
は
何
ら

の
配
慮
も
行
っ
て
い
な
い
。
…
⊥
般
国
民
．
納

税
者
と
し
て
は
真
に
二
般
的
公
益
性
』
を
も

っ
と
み
ら
れ
る
宗
教
活
動
に
限
定
し
て
『
非
課

税
』
の
利
益
を
付
与
す
る
こ
と
に
し
た
い
の
で

あ
る
。
」

③
非
課
税
制
の
実
質
的
根
拠

ω
民
法
三
四
条

　
「
法
人
」
一
般
に
関
す
る
根
本
法
と
も
い
う

べ
き
民
法
は
、
公
益
の
典
型
と
し
て
祭
祀
・
宗

教
・
慈
善
・
学
術
・
技
芸
を
例
示
し
て
い
ま
す

（
三
四
条
）
。
た
だ
、
宗
教
を
目
的
と
す
る
も
の

は
、
民
法
の
特
別
法
で
あ
る
宗
教
法
人
法
に
明

文
が
存
す
る
場
合
に
同
法
が
第
一
次
的
に
適
用

さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
す
か
ら
、
宗
教
法
人

に
関
し
て
も
公
益
性
な
ど
の
一
般
的
法
的
判
断

の
基
準
と
な
る
根
拠
法
は
、
依
然
と
し
て
民
法

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
わ
が
国
の
法
体
系
上
宗
教
法

人
は
明
確
に
公
益
法
人
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
従
来
か
ら
寺
院
等
が
公
益
法
人
で
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
学
説
判
例
と
も
に
異
論
が
あ

一4一
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り
ま
せ
ん
。

　
た
し
か
に
、
広
く
公
益
法
人
と
い
っ
て
も
、

民
法
が
例
示
す
る
各
典
型
、
さ
ら
に
は
法
人
税

法
別
表
第
二
、
所
得
税
法
別
表
第
一
第
一
号
に

掲
げ
ら
れ
て
い
る
数
多
く
の
公
益
法
人
等
あ
る

い
は
公
共
法
人
等
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
目
的
・

性
格
が
同
一
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

’
し
か
し
、
そ
の
目
的
・
性
格
は
違
っ
て
い
て

も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
そ
れ
ぞ
れ
の
角
度
か

ら
公
益
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
だ
考
え

ら
れ
ま
す
。

回
公
益
の
概
念

　
と
こ
ろ
で
、
公
益
法
人
に
い
う
公
益
の
概
念

を
従
来
の
通
説
は
、
社
会
全
般
の
利
益
す
な
わ

ち
不
特
定
多
数
の
利
益
で
あ
る
、
と
解
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、

　
「
特
定
多
数
の
利
益
を
目
的
と
す
る
法
人
で

も
、
社
会
全
般
の
利
益
に
奉
仕
す
る
場
合
が
あ

る
。
た
と
え
ば
、
学
術
研
究
団
体
が
、
そ
の
メ

ン
バ
「
の
学
術
向
上
、
親
睦
を
目
的
と
す
る
も

の
で
あ
っ
て
も
、
同
時
に
そ
れ
は
学
問
の
進
歩
、

文
化
の
向
上
に
寄
与
す
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、

ひ
い
て
は
社
会
全
般
の
利
益
に
つ
な
が
る
こ
と

に
な
る
。
」
「
公
益
性
に
つ
い
て
は
、
特
定
多
数

の
利
益
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ

の
目
的
事
業
か
ら
し
て
、
求
め
ら
れ
た
利
益
が

い
ず
れ
社
会
に
還
元
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
れ
ば

よ
い
と
い
う
よ
う
に
、
広
く
解
せ
ざ
る
を
え
な

く
な
る
。
」
（
森
泉
章
「
公
益
法
人
の
現
状
と
理

論
」
二
九
頁
）
。

・
の
宗
教
の
特
性
と
社
会
的
役
割

　
宗
教
は
た
し
か
に
他
の
公
益
法
人
と
比
べ
て
、

そ
の
本
質
上
異
な
っ
た
面
を
有
し
て
い
ま
す
が
、

宗
教
と
い
う
も
の
は
「
直
接
、
人
間
の
心
の
奥

底
に
つ
ら
な
り
、
霊
魂
に
ふ
れ
、
い
の
ち
に
か

よ
う
も
の
、
人
を
し
て
安
心
立
命
、
常
楽
法
悦

の
妙
境
に
住
せ
し
む
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
し

て
、
そ
れ
は
国
民
の
個
人
生
活
を
ゆ
た
か
に

し
、
社
会
生
活
を
浄
化
し
て
、
文
化
国
家
の
向

上
に
大
き
な
役
割
を
演
ず
る
も
の
で
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
な
宗
教
の
特
性
が
、
お
の
ず
か
ら
立

法
関
係
者
の
旧
識
に
印
象
づ
け
ら
れ
て
」
税
の

不
課
減
免
を
認
め
る
「
く
さ
ぐ
さ
の
法
令
や
判

決
が
生
ま
れ
た
と
解
す
べ
き
で
な
い
か
」
　
（
井

上
恵
行
「
宗
教
法
人
法
の
基
礎
的
研
究
」
一
五

八
頁
）
。

　
憲
法
が
定
め
る
信
教
の
自
由
は
、
近
代
に
お

け
る
人
間
の
精
神
的
自
由
の
確
立
の
母
胎
と
な

り
、
自
由
権
の
中
核
を
形
成
し
た
重
要
な
基
本

的
人
権
で
あ
り
、
現
代
社
会
に
お
け
る
精
神
生

活
の
基
本
原
則
と
し
て
普
遍
的
価
値
を
も
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
そ
の
社
会
に
い
わ
ゆ

る
無
宗
教
者
が
存
在
し
て
い
て
も
、
変
わ
り
は

あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
宗
教
は
価
値
の
多
元

化
を
前
提
と
す
る
民
主
主
義
社
会
に
お
い
て
、

精
神
文
化
の
向
上
に
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ω
奈
良
地
裁
の
判
決

　
奈
良
地
裁
（
昭
和
四
十
三
年
）
判
決
は
、
文

化
観
光
税
条
例
を
合
憲
と
し
ま
し
た
が
、
そ
の

理
由
中
で
「
法
律
は
つ
ね
に
憲
法
の
各
条
章
に

適
合
す
る
合
理
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
す

る
か
ら
、
憲
法
三
〇
条
、
八
四
条
に
基
づ
き
国

民
の
納
税
義
務
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、

そ
れ
が
特
に
宗
教
的
行
為
を
対
象
と
し
こ
れ
を

規
制
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
憲
法
二
〇

条
の
『
信
教
の
自
由
』
を
侵
害
す
る
も
の
と
し

て
無
効
の
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
」
と
判
示

し
て
い
ま
す
。

㈲
米
国
最
高
裁
の
合
憲
判
決

　
わ
が
国
の
憲
法
と
同
様
に
、
信
教
の
自
由
と

政
教
分
離
を
定
め
て
い
る
米
国
憲
法
修
正
一
条

を
め
ぐ
っ
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
宗
教
団
体

に
対
す
る
固
定
資
産
税
免
税
措
置
の
違
憲
性
が

争
わ
れ
た
ウ
ォ
ル
ツ
事
件
で
、
米
国
最
高
裁
の

多
数
意
見
は
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
、
免
税
措

置
を
合
憲
と
し
ま
し
た
。

　
「
免
税
措
置
は
、
政
府
の
宗
教
に
対
す
る
過

剰
介
入
を
防
ぐ
効
果
を
も
つ
。
も
し
免
税
措
置

を
撒
廃
す
る
と
、
教
会
財
産
の
課
税
評
価
な
ど

の
面
で
政
府
の
介
入
を
拡
大
さ
せ
、
さ
ら
に
そ

の
法
的
手
続
の
過
程
で
政
府
と
の
間
で
直
接
的

な
対
決
と
衝
突
の
機
会
を
増
加
さ
せ
る
傾
向
を

も
つ
の
に
対
し
、
教
会
に
対
す
る
免
税
供
与
は
、

教
会
に
対
し
て
間
接
的
な
経
済
的
利
益
を
与

え
、
多
少
と
も
政
府
と
の
か
か
わ
り
合
い
を
も

た
ら
す
に
せ
よ
、
そ
の
程
度
は
、
課
税
が
な
さ

れ
る
場
合
よ
り
小
さ
い
。
」

　
つ
ま
り
、
宗
教
団
体
に
対
す
る
免
税
は
、
政

教
分
離
の
原
則
を
具
体
的
に
う
ら
づ
け
る
措
置

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

四
、
む
す
び

　
以
上
の
と
お
り
、
他
の
公
益
法
人
と
同
様
に

宗
教
法
人
に
対
し
て
非
課
税
制
が
採
ら
れ
て
い

る
こ
と
は
、
実
質
的
か
つ
合
理
的
根
拠
が
あ
る

の
で
あ
り
、
何
ら
政
教
分
離
原
則
に
反
し
な
い

ば
か
り
か
、
む
し
ろ
そ
の
精
神
に
合
致
す
る
も

の
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
な
お
、
前
記
批
判
説
が
そ
の
論
拠
の
ひ
と
つ

と
し
て
挙
げ
る
、
企
業
化
し
た
巨
大
宗
教
法
人

の
事
例
な
ど
は
、
そ
れ
が
事
実
と
す
れ
ば
、
現

行
法
の
運
用
に
よ
っ
て
匡
す
こ
と
が
可
能
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　
宗
教
者
と
し
て
は
、
自
主
・
自
律
・
自
浄
の

原
則
に
立
っ
て
（
本
誌
二
八
一
号
）
、
宗
教
の

社
会
的
責
任
と
役
割
を
な
お
一
層
果
た
し
て
ゆ

く
こ
と
が
、
批
判
説
の
問
題
提
起
に
対
す
る
回

答
と
な
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

（
税
務
当
局
の
各
寺
院
に
対
す
る
調
査
が
活
発

に
行
わ
れ
て
い
る
折
、
去
る
三
月
二
十
六
日
に

開
催
さ
れ
た
“
宗
教
法
制
研
究
会
ヴ
で
は
、
羽

生
雅
則
師
に
よ
る
「
宗
教
法
人
優
遇
税
制
の
根

拠
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
文
は
、
当
日
の
発
表
を
基
に
、
ご
執
筆
い
た

だ
い
た
も
の
で
す
。
な
お
羽
生
雅
則
師
は
真
言

宗
豊
山
派
寺
院
の
ご
住
職
で
、
全
日
本
仏
教
会

の
税
務
委
員
を
、
お
勤
め
い
た
だ
い
て
い
ま

す
）

ゆ
く
ゆ
ゆ
ゆ
ロ
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飾
噂
◆
．
も
ら
ら
噸
ら
聾
6
り
◎
噸
6
奪
6
毒
6
◎
噸
奄
6
も
一
◎
1
も
◎
．
噸
う
も
ら
6
肇
噸
噺
◎
奪
◎
辱
◆
噂
◎
．
6
．
6
奪
6
奪
6
噂
◎
噂
ら
懸
6
．
1
噂
6
侮
6
奪
6
曝
◎
塾
◆
ら
6
肇
6
奪
◎
奪
◆
辱
6
も
◆
奄
◆
噺
◎
辱
6
．
6
・
1
奪
◇
も
◇
・
◎
噂
◇
噂
◆
．
6
・
ら
奪
6
1
ら
t
l
塾
◆
奪
6
侮
6
鄭
6
や
◆
噂
◆
ら
ら
侮
6
噂
6
6
1
噺
6
．
6
・
6
塾
◆
◎
」
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ゆ

　
　
　
　
　
　
　
●
機
関
の
肇
に
関
す
る
書
類
及
び
霧
処
理
れ
が
商
量
録
と
な
り
ま
す
．
　
　
与
）
で
す
か
ら
、
一
入
収
入
を
増
や
す
に
は
、
　

…
　
　
　
　
…
舗
鞭
籔
敵
謹
麟
鱒
暢
④
雛
飲
幡
羅
鞍
鵜
灘
繍
縫
鰭
質
戴
黙
じ
二

…
　
　
　
　
　
…
釜
　
　
　
　
　
羊
順
と
い
う
こ
と
に
な
呈
重
　
　
個
人
的
に
所
得
し
な
い
三
釜
場
を
手
　

…
　
　
阯
浩
．
な
襲
纂
騨
繹
特
に
重
要
る
難
鱗
謬
蘇
襲
鋳
さ
警
諒
蘇
欝
ゼ
つ
場
合
源
…

　
　
　
　
嚇
正
　
③
の
財
産
目
録
竺
定
の
時
期
に
お
け
る
そ
の
利
用
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
、
泉
徴
収
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
…

脚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
顧
　
　
　
　
　
　
　
　
宗
教
法
人
の
法
財
産
に
、
個
別
的
に
価
額
を
　
　
主
と
し
て
法
律
的
見
地
か
ら
そ
の
法
律
座
薬
　
　
そ
の
為
の
帳
簿
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
　
　
軸

…
　
　
　
輔
馴
…
製
欝
欝
響
鰻
雛
、
鞭
瀦
鋒
縫
製
郵
踪
銭
～
整
画
嚢
勇
躍
　

　
　
　
　
士
長
…
取
3
1
の
相
手
方
の
債
益
に
供
し
、
役
員
他
人
ら
れ
て
は
い
ま
せ
鬼
し
か
し
、
作
成
し
て
い
て
」
と
い
う
小
冊
子
を
作
成
中
で
、
ま
も
な
一

榊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
財
産
と
法
人
の
財
産
の
混
交
を
防
ぎ
、
内
　
　
い
る
以
上
備
え
つ
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
σ
　
　
く
全
寺
院
に
配
布
さ
れ
ま
す
か
ら
、
そ
れ
を
　
　
榊

ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

…
　
　
　
…
謡
講
魏
転
結
雛
ま
薪
簿
の
作
成
手
順
は
面
一
み
縣
麟
係
が
な
い
享
す
蒙
　

”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
益
事
業
や
収
益
事
業
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
　
”

…
聾
鎧
鱗
黙
擁
C
噸
　
税
務
調
査
の
必
要
書
類
　
麟
鑛
塗
擦
鑓
構
…

卿　

ｯ
ま
す
・
収
益
事
業
を
や
っ
て
い
な
い
た
め
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
お
く
こ
と
と
、
税
務
職
員
や
檀
徒
に
対
す
る
　
　
…

一
寺
の
運
営
は
昔
な
が
ら
の
方
法
で
・
法
人
経
の
で
す
（
渡
部
翁
面
条
解
説
宗
教
法
人
法
で
す
が
慣
れ
て
し
ま
え
ば
・
百
に
＋
分
か
閲
覧
義
務
と
は
別
問
題
で
玄
税
務
署
の
質
　
．

　　

揩
ﾌ
書
類
は
作
っ
て
い
ま
せ
ん
。
各
地
で
税
　
　
一
四
五
頁
）
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
分
も
あ
れ
ば
で
き
て
し
ま
う
も
の
で
す
・
　
問
検
査
権
も
一
定
の
限
度
が
あ
る
こ
と
は
、
　
　
崩

…
纏
鞍
懸
灘
∵
縦
鞭
聯
難
聴
猫
撫
∴
雛
嘲
鍵
難
鵜
繍
羅
臼
杭
騰
鍍

　
的
に
ご
教
示
い
た
だ
け
れ
ば
、
幸
い
で
玄
　
る
現
金
出
納
簿
を
作
り
ま
玄
同
時
に
現
金
と
に
な
っ
て
お
り
ま
玄
詳
し
慮
そ
れ
を
を
し
っ
か
り
つ
け
て
い
な
い
に
も
拘
ら
ず
・
　

榊　

@
　
　
　
　
　
　
　
　
（
北
海
道
．
Y
寺
）
　
　
の
出
入
を
科
目
ご
と
に
仕
訳
し
て
作
る
内
訳
　
　
み
て
下
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
信
教
の
自
由
や
、
従
来
の
慣
行
な
ど
を
理
由
　
　
　

…
の
狛
舞
躾
膣
擁
醸
蒲
肋
骸
翻
嚢
譲
難
壁
は
、
麟
伽
欝
鷺
藥
購
駿
掛
講
鞭
襯
謹
騨
鍵
…
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の

一　

ﾜ
す
。
①
規
則
及
び
認
証
書
、
②
役
員
名
薄
、
　
つ
く
り
ま
す
。
こ
の
収
支
計
算
書
に
よ
り
、
　
　
交
を
防
ぐ
、
即
ち
、
財
布
を
別
々
に
す
る
と
　
　
が
肝
心
だ
と
思
い
ま
す
。
換
言
す
れ
ば
適
正
　
　
　

　
器
錯
鯵
稽
舗
舗
綾
澱
繍
離
妹
鋸
詩
調
欝
欝
観
難
鶴
燃
廿
錫
雛
睡
魏
試
織
臆
面
謙
罧
臆
測
杣
“
諜
獺
麓
一
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φ

一ゆ
@
書
類
、
⑤
責
任
役
員
そ
の
他
規
則
で
定
め
る
　
　
の
財
産
台
帳
に
照
ら
し
て
修
正
す
れ
ば
、
こ
　
　
の
収
入
は
、
原
則
的
に
は
寺
か
ら
の
給
料
（
償
　
　
言
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
一
ゆ

“
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綴
一
難
．
灘

Q
、
仏
像
の
起
源
に
つ
い
て

A
、
N
H
K
の
T
V
放
映
を
機
に
シ
ル
ク
ロ

ー
ド
は
再
び
三
度
ブ
ー
ム
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
る
。
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
は
言
う
ま
で
も
な

く
ザ
イ
デ
ン
シ
ュ
ト
ラ
ー
セ
ン
絹
の
道
の
英

訳
で
あ
る
が
、
絹
が
西
方
を
目
指
し
た
道
は

仏
像
が
東
へ
辿
っ
た
道
で
あ
り
、
日
本
人
が

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
に
憧
れ
を
抱
く
の
は
む
し
ろ

そ
れ
が
ブ
ッ
ダ
シ
ュ
ト
ラ
ー
セ
ン
で
あ
っ
た

か
ら
だ
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
で
は
そ
の
仏
陀
像
は
何
処
で
発
生
し
た
か

と
言
え
ば
、
西
紀
一
一
二
世
紀
に
ガ
ン
ダ
ー

ラ
地
方
で
ギ
リ
シ
ャ
文
化
の
影
響
下
に
と
い

う
の
が
通
常
の
答
え
で
あ
る
。
し
か
し
従
来

法
輪
、
菩
提
樹
、
宝
座
な
ど
で
抽
象
的
表
現

を
固
守
し
て
い
た
仏
教
徒
が
、
仏
像
を
つ
く

り
出
す
に
つ
い
て
は
そ
れ
相
当
の
理
由
が
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
仏
像
は
大
乗
仏

教
徒
の
考
に
基
づ
く
と
い
う
説
が
従
来
行
な

わ
れ
た
が
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
地
方
は
む
し
ろ
小

乗
説
一
切
有
部
の
糠
点
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
認
め
ら
れ
な
い
説
で
あ
り
、
現
在
で

は
や
は
り
仏
伝
を
表
現
す
る
ギ
リ
シ
ャ
系
工

人
た
ち
が
具
象
的
表
現
を
当
然
と
し
て
い
た

た
め
、
仏
陀
も
当
然
具
体
的
に
表
現
さ
れ
た

の
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
製
作

に
あ
た
っ
て
は
仏
教
徒
長
老
た
ち
の
指
示
に

し
た
が
っ
た
為
敬
慶
さ
を
持
た
な
か
っ
た
工

人
達
の
造
像
も
次
第
に
今
日
の
仏
像
へ
の
方

向
を
取
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
い

う
。
し
か
し
こ
れ
だ
け
で
は
N
H
K
程
度
の

解
説
で
、
僧
侶
と
し
て
は
デ
リ
ー
と
ア
グ
ラ

の
中
間
に
あ
る
マ
ツ
ー
ラ
仏
像
の
同
時
発
生

説
も
心
得
て
お
か
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

　
マ
ツ
ー
ラ
は
有
部
の
擦
点
の
一
つ
で
も
あ

っ
た
が
良
質
の
石
材
に
よ
る
造
像
の
盛
ん
な

地
方
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
こ
の
工
人
た

ち
は
西
北
方
ガ
ン
ダ
ー
ラ
地
方
で
仏
陀
像
の

製
作
さ
れ
た
こ
と
を
聞
い
た
。
下
地
の
十
分

備
っ
て
い
た
彼
等
は
直
ち
に
仏
像
の
製
作
を

開
始
し
て
よ
か
っ
た
が
、
従
来
の
抽
象
的
表

現
が
こ
れ
を
規
制
し
た
。
そ
こ
で
マ
ツ
ー
ラ

工
人
た
ち
は
先
ず
菩
薩
像
と
し
て
仏
陀
を
表

現
し
始
め
、
一
度
造
像
が
受
容
さ
れ
る
と
次

第
に
躊
躇
を
捨
て
て
仏
像
の
製
作
を
始
め
、

そ
の
時
期
は
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
製
作
と
相
距
た

る
こ
と
さ
程
遠
く
な
い
、
い
わ
ば
殆
ん
ど
同

時
と
い
う
の
が
現
在
の
仏
像
の
起
源
説
で
あ

る
。　
日
本
で
も
仏
教
の
公
伝
は
元
興
寺
縁
起
巻

に
よ
れ
ば
経
論
幡
蓋
仏
像
若
干
で
始
め
ら
れ

そ
れ
は
「
説
仏
起
書
」
を
含
ん
で
い
た
と
さ
れ

て
い
る
。
布
教
は
教
祖
の
伝
記
、
生
涯
の
説

明
で
開
始
さ
れ
る
の
が
常
道
で
あ
る
。
そ
し

て
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
民
衆
は
い
わ
ば
そ
の

伝
記
を
通
じ
て
そ
の
宗
教
を
受
け
入
れ
る
の

で
あ
る
か
ら
、
い
く
ら
仏
教
が
教
理
的
に
具

象
的
偶
像
崇
拝
を
排
除
し
て
い
た
と
い
っ
て

も
布
教
の
手
段
と
し
で
の
仏
像
を
無
視
す
る

こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ひ
る
が

え
っ
て
わ
が
国
の
現
状
は
仏
像
を
拝
む
、
み

る
仏
教
ば
か
り
で
、
仏
に
な
る
仏
教
の
影
が

薄
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
如
何
で
あ
ろ
う
。

（
全
日
本
仏
教
会
文
化
専
門
委
員
、
二
松
学

舎
大
学
講
師
・
若
林
隆
光
）

〈
新
発
売
〉
ご
先
祖
の
喜
ぶ
か
お
り

「
霊
水
香
」
は
、
ご
先
祖
を
偲
び
、
ご
先

祖
へ
の
感
謝
を
あ
ら
わ
し
、
ご
先
祖
を

供
養
す
る
「
水
」
と
「
か
お
り
」
で
す
。

三
品
を
手
桶
の
中
の
水
に
入
れ
、
墓
石

に
お
か
け
し
ま
す
と
、
荘
厳
な
か
お
り

が
広
が
り
ま
す
。

ぜ
ひ
墓
参
の
方
々
に
「
献
香
」
・
「
献
花
」

と
同
様
に
「
霊
水
香
」
の
ご
使
用
を
お
す

す
め
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
㊦
裸
堂
謹
製

●G●
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リ9甜レ圃
《特長》●安全●速効●普通物

■3日後に枯らす超速効タイプ。

50坪用

新発売

1袋

量量巳1催盛

退口り7卜一’‘血暮■割

□芝生に雑草をはやさなくする

　芝生用タイプ。

200坪用

　新発売

1袋

嚢　1▲≡鶉

レ審國
・
暮

《特長》●安全●水なし●長く効く

■水なしで使え、根までも枯

　らし、6ヵ月間雑草の発生

　をおさえる強力タイプ。

3kg入1袋

100坪用

祖先を偲び今日に感謝

株式会社一休堂

東京都千代田区神田美倉町2大恵ビル
　　　　　　　　　　イツ争ユーサン
〒101　電話03（256）1930（代表）

販売元
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二
泊
三
日
の
“
ソ
ウ
ル
の
旅
”

　　

@一

ﾊ
か
ら
参
加
者
を
募
集

　
全
日
本
仏
教
会
で
は
「
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
参
加
と
ソ
ウ
ル
の
旅
」
の
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
日
　
　
時
　
五
月
十
九
日
（
木
）
～
二
十
一

　
　
　
　
　
日
（
土
）
　
二
泊
三
日

　
参
加
費
用
　
八
万
國
千
円

　
募
集
人
員
　
三
〇
人

　
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
い
う
の
は
、

「
花
ま
つ
り
」
の
こ
と
で
、
韓
国
で
は
毎
年

盛
大
に
行
わ
れ
て
お
り
、
本
年
は
五
月
二
十

日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
全
仏
へ
は
、
韓
国
仏
教
宗
団
協
議
会
か
ら

正
式
の
招
請
状
が
き
て
お
り
、
両
国
仏
教
徒

の
友
好
と
文
化
交
流
を
深
め
る
意
味
か
ら
も
、

事
務
局
で
は
一
人
で
も
多
く
の
方
が
参
加
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
期
日
が
大
変
せ
ま
っ
て
い
，
ま
す
の

で
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
至
急
、
日

本
一
通
交
社
団
体
旅
行
東
京
中
央
支
店
（
〇

三
一
二
五
七
－
八
四
一
六
）
も
し
く
は
、
全

町
ま
で
お
電
話
で
お
申
込
み
下
さ
い
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρφ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊φ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9φ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρφ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　∂φ　　　　　　　　　　　　　　　　　　oψ　　　　　　　　　　　　　　　　　ψ一　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　〇「●ト　　　　　　　　　　　　　　ρ－●レ　　　　　　　　　　　　　0－■レ　　　　　　　　　　　　oφ　　　　　　　　　　　　σr6レ　　　　　　　　　　　■一　　　　　　　　　　9一　　　　　　　　　司Pφ　　　　　　　　ρφ　　　　　　　Or●」　　　　　　●φ　　　　　ρ一　　　　　〇一　　　　〇一　　　■r■レ　　9φ　Or●L4レφφ

ず
；
；
；
し
◇
；
；
・
ー
ー
ー
1
一
；
一
；
；
；
一
・
ー
ー
も
・
ー
ー
6
一
辱
6
；
ら
ー
ー
三
二
1
；
一
・
二
曹
1
ら
一
σ

◇
掲
◇
示
◇
板
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岡
山
県
仏
教
会

　
▼
華
山
恵
光
土
仏
会
長
の
退
任
に
伴
い
、
新

し
い
会
長
に
本
山
一
門
師
が
選
出
さ
れ
た
。
ま

た
事
務
局
が
、
倉
敷
市
曽
原
・
一
等
寺
内
へ
移

転
し
た
。

　
　
仏
教
伝
道
協
会

　
▼
仏
教
を
広
め
る
た
め
導
入
の
役
割
と
し
て

仏
教
音
楽
の
作
品
を
応
募
し
て
い
た
が
、
そ
の

公
開
演
奏
に
よ
る
審
査
を
、
五
月
十
日
午
後
六

時
か
ら
、
東
京
の
日
比
谷
公
会
堂
で
行
う
。

昭
和
五
十
八
年
五
月
一
日
発
行

＝ス

｣
9
務
｛
量
録
差
引

　
　
　
　
　
1
四
　
月
－

　
四
日
　
W
C
R
P
B
本
四
貝
会
出
席

　
山
ハ
日
　
　
常
務
理
事
ム
試

　
　
　
日
宗
連
理
事
会

　
九
日
　
総
持
寺
晋
山
式
・
茶
毘
式
参
列

十
二
日
　
法
律
相
談
室

十
四
日
　
同
和
委
貝
会

十
九
日
　
税
務
委
員
会

二
十
日
　
局
内
会
議

二
十
七
日
　
仏
教
文
化
会
議
運
営
委
三
会

点火が簡単、半永久的に使用できる

「火宝」は、ご仏壇・お墓参りの御燈明六マッチとしてふさわしい優れた特徴をも

つ、安全で便利なマッチです。落ちついたデザインで色も黒の他6色、お名前・ご

紋を入れる事も可能です。こ落慶・祭事・行事の記念品にもご利用下さい。

◎特　　長

1．軸の燃えかすがでないので、

　　ご仏壇のまわりを汚しませ

　　ん。

2．軸が長いので、ゆとりをも

　　ってこ灯火できます。

3．わずヵ’なオイルの補給で、

　　半永久的に使えます。

4．水に濡れても、長期間保存

　　しても大丈夫です。

用
0円
0円
1，800円

2，300円各種
送料350円

般
価
　
定

1m迄二
戸し付）

寺院用（周
長、ローソク
定価2，800円

　　　噛一点火器

　　　謡

　　　　　発火石
本体

東京都中央区日本橋浜町2一ロー2　日本
橋中央ビル〒103費03（668）7811（大代）

株式会社臼お間合せ

お申込先

発
行
人
藤
　
原
　
知
徳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
発
行
所
　
オ
団
こ
人

日

ム

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
一
七
－
四
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